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Ⅰ．わが国における地方動物園の現状
（1）公立動物園におけるパラダイム転換
佐渡友（2015）は，第Ⅱ次大戦後のわが国における公
立動物園の経営分析を民営動物園と対比しながら試み
た。わが国全体の経済的変化を加味して GDP に基づく
マクロ経済指標を利用して経営指標の相対化をはかり，
その上で公立動物園の維持収支について次の 2点を認め
た。①’57年頃まではプラスであり，自主財源で維持管
理費が賄われていた，②’67～’76年にかけて急速にマイ
ナスが拡大し，公的資金の導入を前提とした経営が定着
した。対照的に，民営動物園の場合には次の 2点の特徴
があった。①’51～’66年まではおおむねマイナスであ
り，本社による資金投入によって運営されていた，
②’67年にプラスに到達して以降，プラスかゼロ付近で
推移していた。以上の結果から，佐渡友は，わが国の公
立動物園経営のパラダイム転換（公的資金の投入を前提
とした運営）が ’60年代半ばから ’70年代半ばにかけて
起きたと結論づけた。
このパラダイム転換は，動物園の入園料の推移にも対
応している。民営動物園では ’60年代後半以降上昇して
いるのに，公立動物園の場合には ’50年代半ば以降実質
的に下降している。つまり，後者の場合，自主財源とし
て入園料があてにされていないのである。この問題
は，’51年に制定された博物館法で定義された教育施設
に動物園や水族館が含まれるかという可能性に関連す
る。つまり，教育施設であるならば公的資金の投入は当
然となり，入園料の値上げは理念に反することになる。
このことと，独立採算的な志向を前提とした動物園経営
とは矛盾することになり，その解決としてパラダイム転
換が生じたのである。佐渡友（2015）が指摘するよう
に，公的資金投入の前提となる「公益性」は博物館法で
定義された教育施設という概念よりもむしろ「家族連れ
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のレクリエーション」に変化していることは否めない。
つまり，佐渡友が認めたパラダイム転換が公立動物園の
経営にどのような意味があるのかは，今後も論じるべき
であろう。
さらに，佐渡友（2016）は，動物園や水族館に従事す
る職員数に注目し，戦後からの年代ごとの推移を検討し
た。その結果，次の 2つの特徴が浮き彫りになった。①
有料の公立動物園の場合には，戦後すぐには 40人を超
えていたが ’50年代後半には 30人に落ち込んだものの，
その後回復し ’90年代には 40人を超えた，②民営動物
園では ’60年代頃までには 110人まで達したが，その後
減少し 2000年頃には 50人を下回りその後回復し 60人
前後となっている。①については先述のパラダイム転換
に対応しているが，②の傾向は民営動物園による人件費
削減努力を示しているといえよう。
以上に述べたように，公立動物園経営のパラダイム転
換の問題は近年公共施設の運営に適用されている指定管
理者制度と関連している。この制度は，’03年から地方
自治法の改正に伴い，「地方公共団体の指定する者（指
定管理者）が管理を代行する」ことが可能となった（京
都市，2007）。上野動物園や野毛山動物園などが指定管
理に切り替わったが，この制度の公立動物園への適用は
佐渡友（2016）が指摘しているように問題がないとはい
えない。たとえば，「整備を行う自治体職員」と「飼育
をする指定管理者の職員」が別組織になり，「飼育基準」
に適合できるかどうかという懸念を指摘できる（大阪市
建設局，2016）。
わが国では，法制度上，動物園は博物館の一種である
と見なされてきた（古性・諸井，2016参照）。しかしな
がら，この博物館法は動物園自体を規定している法律で
はなく，実際，動物園のうち博物館法による登録博物館
は 2園にすぎない（環境省動植物園等公的機能推進方策
のあり方検討会，2014）。打越（2016）が指摘するよう
に，わが国の動物園は，組織上「日本動物園水族館協会
（JAZA）」によって管轄されているが，法律的に見ると
元々別の目的のために定められた法律の絡み合いの中に
位置づけられている。たとえば，①都市公園法（国土交
通省所管，’56年公布），②動物愛護管理法（環境省所
管，’73年公布），③鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の
適正化に関する法律（環境省所管，’02年公布），④絶
滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律
（環境省・経済産業省・農林水産省所管，’92年公布）
などである。このような動物園の曖昧ともいえる位置づ
けを明確化するために，’13年より環境省において動物
園・水族館の社会的役割や公的機能に関する検討が開始
された（環境省動植物園等公的機能推進方策のあり方検
討会，2014）。
（2）地方動物園における再生戦略事例
以上に見たように，佐渡友（2015）によれば，わが国
の公立動物園では公的資金の投入を前提とした運営へと
’60年代半ばから ’70年代半ばにかけて変化した。しか
し，打越（2016）が指摘するように，わが国の動物園の
大半は戦後から高度成長期までの間に設立され，「単純
なるレジャー施設として一般的な公共施設と同じような
評価基準」すなわち「入場者数と経営にかかる費用だけ
で施設を評価する土壌」に埋没してしまうことになっ
た。とりわけ中小の動物園は，「施設の老朽化や動物の
高齢化」や「入園者数の減少」などに苦しむことになっ
た（打越，2016）。以下に，このような状況下での小規
模公立動物園における再生努力をいくつか列挙しよう。
打越（2016）は，上野動物園，大阪市天王寺動物園，
東山動物園に次ぎ，’26年に設立された小諸市動物園が
自治体の厳しい財政状況や施設老朽化の問題に対して地
域住民との連結によって再生する様子を取り上げた。シ
ンポジウム開催（’14年）の結果，動物園が抱える以下
の 3つの課題が浮き彫りにされた。①飼育動物の高齢
化，②臨時職員・派遣職員に依存した職員待遇の厳し
さ，③小諸市の予算の中で動物園事業が独立採算として
位置づけられていること。このシンポジウムを契機とし
て，園内での企画の活性化（天然記念物・川上犬との散
歩，ペンギンによる「流しアジ」パフォーマンスな
ど），動物園が位置する小諸城址懐古園との連動，SNS
による情報発信などが行われるようになった。ちなみ
に，この動物園では ’17年 2月に同園で人気のある 15
歳の雌ライオンによって女性飼育員が重傷のけがを負わ
せられる事故が起こり，閉園となった（産経ニュース，
2017 a）。しかし，「小諸市動物園安全対策検証委員会」
によって飼育員による扉を閉め忘れるという「人為ミ
ス」との報告がなされ（産経ニュース，2017 b），5月に
は動物園は再開された。
ところで，児玉（2013 a）は，「人間の協働によって，
限られた経営資源をいかにして効果的に活用していく
か」という経営学的観点から動物園の問題を論じた。児
玉の出発点は，「低成長・少子高齢化社会に伴う財政基
盤の脆弱化」が「公的組織に投入できる経営資源」の縮
小化をもたらし，高度成長期のような「公共サービスの
提供」が困難に陥っているという一般的現状にある。こ
のような現状の中で，動物園の経営戦略も立てなければ
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ならない。
地方財政の逼迫の中で公立動物園の運営が従来型の経
営戦略の立て直しを迫られているが，児玉（2013 a）
は，北海道・旭山動物園や山形県・加茂水族館による時
代の変化に対応した再生戦略の事例を挙げた。従来型の
経営戦略においては，動物園職員は「動物を生かす」こ
とに喜びを得，さらに「繁殖が成功する」ことを目標に
してきた。つまり，「入園者に喜んでもらう」という
「顧客満足（customer satisfaction）」の視点は希薄になり
がちであった。その結果，’80年代から 2000年代初頭
にかけて，動物園入園者数の大幅な減少が生じた（児
玉，2013 a）。このような状況に対して旭山動物園（’67
年開園）が採用した経営戦略と具体例を表 1に示した。
他方，同様に入園者数の落ち込みに直面した鶴岡市立
加茂水族館（’30年開館）はクラゲに特化した展示戦略
を採用して成功を収めた。これは，苦し紛れに展示した
サンゴ水槽に発生したクラゲから始まる。クラゲ専用の
水槽を独自に開発するとともに，継続展示のための自家
繁殖まで行い，クラゲの展示室（「クラネタリウム」）を
設置するに至った。公的資金に頼ることなく自力での獲
得資源によって来園者に感動を与えることができたので
ある。児玉（2013 a）によれば，「クラゲ展示世界一」
という館長によるビジョナリー・リーダーシップに基づ
き，「鶴岡市クラゲ研究所」や館内レストランでのクラ
ゲメニューなど，新たな経営戦略の成果を示していると
いえよう。
地方動物園ならではの特徴的な夏休みイベントとして
周南市徳山動物園（’60年開園）の「うんこ展」の開催
（’17年 7・8月）を挙げることができる（周南市徳山動
物園，2017 a）。この体験型イベントでは，もともと飼
育されているキリンやシマウマなどの「うんこ」に関す
る学習が目的とされる。さらに，4日間ではあるが「ぞ
うのうんこで紙をつくろう」というワークショップも開
催される。実は「ぞうのうんこ」から紙を作成すること
は，象と人間とを共生させるビジネスモデルとしてスリ
ランカで積極的に推進されている。野生の象と人間との
トラブルを解決するためにこのモデルが立案され，「ぞ
うのうんこ」が「ぞうさんペーパー」工場を通して住民
に利益をもたらしているのだ（株式会社ミチコーポレー
ション，2017）。「うんこ展」というタイトルは奇抜な印
象を与えるが，以上に述べたように動物と人間の共生の
仕方に関する学習へと来園者は導かれるのである。この
試みは，「ぞうさんペーパー」で作成された絵本として
紹介されている（Ranasinghe, 2006）。この絵本の構成は
以下の通りである。①人間がジャングルの木を伐採した
ことによる象の食べ物の不足，②餌を求めて人間の居住
区域に出没した象と人間との争い，③繊維がかなり含ま
れている象の「ウンチ」を利用した紙の生産，④象と人
間との共生の可能性。
ちなみにこの周南市徳山動物園は，一般的に気持ち悪
いという感情を引き起こす生き物を集めた催しである
「キモい展」（大阪や東京などで ’17年に開催）の製作・
協力を行っている（周南市徳山動物園，2017 b）。この
試みは，「キモい」という通常は回避的な行動につなが
表 1 低成長・少子高齢化時代に対応した旭山動物園の経営戦略（児玉，2013より）
戦略 旭山動物園の事例
ビジョナリー・リーダーと
しての園長の役割 閉園後の会合における各施設の展示方法に関する「夢」の構想作り
従来の動物園では見られな
い独自なサービスの提供
「こども牧場」，「猛獣館」，「サル山」，「ペンギン館」，「オランウータン空中運動場」な
ど
3G（Genba, Genbutu,
Genjitu）主義の徹底
飼育係から飼育展示係への名称変更，「もぐもぐタイム」，「ワンポイント・ガイド」な
ど
顧客創造と顧客関係管理の
推進
HP による情報発信，飼育員ブログ，サポーター制度，「フォトコンテスト」，「絵本読
み聞かせ会」，「児童動物画コンクール」，「わくわくゲーム大会」，機関誌「モユク・カ
ムイ」の発行
外部資源の有効活用 市民ボランティア「旭山動物園読み聞かせの会」，NPO「旭山動物園くらぶ」など
パブリシティ戦略の重視 園長による後援会・シンポジウムへの出席やマスメディアへの出演，日常的なプレス・リリースなど
企業の社会的責任 「夜の動物園」，「絵本の読み聞かせ会」，水を使用しない「バイオトイレ」，動物病院など
評価と改善活動 閉園後のスタッフによる反省会，「チンパンジーの森」オープンなど絶え間ない改革
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る感情を逆に利用して，生き物の多様性への関心を深め
る試みといえよう。
児玉（2013 b）が指摘するように，パンダなどの希少
動物を導入することによる魅力的な動物園づくりは地方
公立動物園が置かれている厳しい財政状況を考えれば，
かなり困難といえる。つまり，持続可能性という観点か
らは「動物園にしかできない役割」をそれぞれの動物園
が見極めることが重要となる。つまり，動物園に個性の
発揮が求められているのである。児玉によれば，東京
都・羽村市動物公園（’78年開園）の繁殖個体数の多
さ，長野市茶臼山動物園（’83年開園）における青少年
のための教育関連事業（交通アクセス上の不便さを逆手
に取った），「義足のキリンたいよう（’01年－’02年）」
で 2000年代初頭に注目された秋田市大森山動物園（’73
年に開園）における「秋田市大森山動物園条例」の制定
（’06年）に伴う総合的な改善努力などをこの個性化へ
の対応として指摘できる。
東（2013）は，地域コミュニティの観点から次の 2つ
の点で動物園の役割があるとした。①観光の軸としての
動物園，②地域風土・文化保全の手段としての動物園。
①については，「行きたい価値」（＝ブランド）を動物園
にいかに付加するかということである。この成功例とし
ては，旭山動物園や沖縄県・美ら海水族館などを挙げる
ことができる。しかし，日本全国からの集客という目標
が一般的に可能であるかという問題がある。つまり地域
独自の方針に従って運営を図るという，地域ブランドの
考え方がこれに対置される。つまり，地域体験の場とし
て動物園が機能すれば，地域に対する誇りや愛着が生み
出され，結果として地域ブランドが創造される。
②の先駆的な事例として東（2013）は，富山市ファミ
リーパーク（’84年開園）の「里山再生活動」を挙げて
いる。もともと園内に残されている里山を活用して生き
物の展示を行っているのである。「里山生態園」（’11年
公開）では，ホンドザルやホンドタヌキなどの本来の生
態が観察可能となっている。これは動物園内だけの活動
に留まらず，地域住民との協働として里山の再利用を考
える場を提供するに至っている。
Ⅱ．関西圏に位置する地方動物園
に関するいくつかの観察事例
ここでは，関西圏に限定して，公立動物園である福知
山市動物園と五月山動物園，および私設動物園である大
内山動物園における現場観察を報告しよう。
（1）福知山市動物園
福知山市は，京都府北部の中丹に位置し，「明智光秀」
が城（福知山城）を構え繁栄した城下町に由来する。第
Ⅱ次大戦前までは，京阪神地区と舞鶴港を結ぶ重要な軍
事都市として栄えた。このため，福知山市内には複数の
鉄道路線が存在している（JR 福知山線，JR 山陰本線，
京都丹後鉄道宮福線）。このような立地を活かしながら，
福知山城を中心とする観光だけでなく，大規模な工業団
地（長田野工業団地）も設けられている。現在の人口は
8万人弱である（’17年 7月現在 79,166人；福知山市，
2017）。
福知山市動物園は，以下に述べるように個人的飼育か
ら出発した特異な動物園である。’51年に御霊公園に福
知山信用金庫から台湾ザル 3匹が寄付された。その台湾
ザルの飼育には公園敷地内の図書館の職員があたってい
た。しかし，世話が大変なため，福知山市動物園・現園
長の「二本松俊邦」氏の小鳥店を営んでいた両親が餌代
を受け取り，飼育を引き受けた。さらに，’56年には白
鳥，’61年には小鳥舎の飼育も任された。福知山市によ
って ’60年より進められた三段池公園整備の過程で，御
霊公園内にあったこの動物園は ’78年に三段池公園に移
設されたが，引き続き元々動物園に勤務することが夢で
あった父親が運営に関わった。
’85年には入園が有料化され（ちなみに現在は大人
210円，4歳～中学生 100円），’95年になると現園長で
ある「二本松俊邦」氏は，父親の高齢化に伴い運営に関
わるようになった。この時期の入園者数はおよそ 3万人
であった（二本松，2017，私信）。
’10年には，ニホンザルの赤ちゃん「ミワ」とイノシ
シの子「ウリボウ」の「友情」が話題になった。ともに
生後 1ヵ月くらいで親と離れているところを動物園に保
護された。飼育員が試しに近づけたところ「友情」が芽
生えたのである。その後，「競馬のようにミワがウリボ
ウの背中に乗り」園内を駆け回るようになった（両丹日
日新聞，2010 a ; 2010 b）。ともに 3歳を過ぎてもこのよ
うな「友情」は続いている（両丹日日新聞，2013）。こ
の「ミワ」と「ウリボウ」の友情は福知山市動物園の入
園者数の増加に多いに貢献した（「それまでの入場者数
は 6万人。このブームで半年間に 13万人増え，19万人
になりました。」（二本松，2017，私信））。
その後，このブームは一端下火になったが，今度はテ
レビ番組との連携により再び入園者数の増加が生じた。
日本テレビの人気番組「天才！志村どうぶつ園」（日本
テレビ，2017）の中でタレントが動物の赤ちゃんを飼育
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するコーナーがあり，タレントの「瀧本美織」が福知山
市動物園のシロテナガザルの「桃太郎」を一定期間泊ま
り込んで飼育した（瀧本，2014）。この番組のおかげで
「桃太郎」を見に来る人が増えた。
’17年にはレッサーパンダの繁殖に成功した。誕生し
た 2匹の雄の名前を公募し，「明智光秀」にちなんだ名
前である「光（みつ）」と「秀（ひで）」が採用された
（両丹日日新聞，2016；図 1-a）。
以上に述べたように，この福知山市動物園は，ある意
味で家族的飼育として出発した。先述した地方公立動物
園の現状と一致して，動物園施設として見ると動物園の
面積はおよそ 10,700 m2であるが，決して充実した環境
にあるとはいえない（図 1-b，図 1-c）。しかしながら，
偶然生じた奇妙な「友情」やテレビ番組との連携，ある
いは福知山市民が愛着をもてる命名など，地域の動物園
として最大限の努力を行っているのである。
（2）五月山動物園
五月山動物園が位置する池田市は，大阪府の豊能地域
に属している。古代から「呉服の里」と呼ばれ，平安時
代後期から荘園として栄えた。南北朝時代には，池田氏
によって池田城が築かれたが，戦国時代には廃城となっ
た。この城の跡地が今では池田城址公園となっている。
池田市内では 2つの阪急電鉄の路線が利用可能である
（阪急宝塚本線，箕面線）。市内にはダイハツ工業の本社
などがあり，近隣には大阪国際空港が位置している。現
在の人口はおよそ 10万人である（’17年 7月現在
103,348人；池田市，2017）。
五月山動物園は，’49年に整備が開始された五月山公
園の中に ’57年に開園した。大きさはおよそ 3,000 m2と
かなり小規模であり（図 2），入園料は無料である。阪
急・池田駅から坂道を徒歩およそ 15分かけて登らなけ
図 1-a お披露目されたレッサーパンダの「光」と
「秀」（2016年 10月 9日；著者撮影）
図 1-c 新設されたレッサーパンダ舎
（2016年 10月 9日；著者撮影）
図 1-b 福知山市動物園の入園口
（2016年 10月 9日；著者撮影）
図 2 五月山動物園の入り口
（2016年 11月 30日；著者撮影）
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ればならないという点で，先の福知山市動物園ほどでは
ないが，訪れるのにやや負担がかかるといえる。しかし
ながら，’80年代に人件費や飼育費の財政的問題に加え
ゴルフ場計画の浮上に伴い，この動物園の閉鎖が論議さ
れた。興味深いことに，結局は，市民の後押しによって
園は存続されることになった（川田，2007）。
この動物園は，先述したように訪れるのに負担がかか
るが，五月山公園内に立地していることを活かして公園
内での桜や紅葉見物など，また近隣にある五月山体育
館，都市緑化植物園，児童文化センター，あるいは池田
城跡公園などと一体化した集客戦略を取っているといえ
る。また，古性・諸井・天野（2017）で述べたように，
Launceston 市（Australia）と池田市との「姉妹都市」提
携に伴って寄贈されたウォンバットを動物園の「目玉動
物」としてインターネットなどを含め情報発信してい
る。
（3）大内山動物園
’17年 8月 1日に渋川動物公園（岡山県・玉野市）で
飼育されているアルダブラゾウガメの「アブー（体長 1
メートル）」が行方不明になったと報じられ，話題とな
った（朝日新聞 DIGITAL, 2017）。懸賞金 50万円がかけ
られたが，およそ 2週後の 16日に園から 150メートル
くらい離れた山中で無事発見された（産経ニュース，
2017 c）。この渋川動物公園はおよそ 10万 m2の敷地を
有するが，公立の施設ではなく，「宮本純男」氏によっ
て ’89年に個人的に設立された。「宮本」氏は，米国で
の農業研修を終え帰国し，’65年に玉野市に玉野バード
センターを開店した。イヌや鯉などの繁殖も手がけた
が，生き物に無関心な子どもや若者の存在に気づき
（「カブトムシが電池で動くと信じていた子ども」や「ニ
ワトリの絵を四つ足で描いた大学生」（宮本，2017）），
動物園施設の計画に着手した（’80年に市に事業計画書
を提出）。’89年には，18人の従業員とともに渋川動物
公園を開園するに至った。ちなみに，「動物公園」とい
う名称は，「宮本」氏の次の思いを反映している。①施
設を取り巻く環境の享受（「山の起伏や景観，二千本の
果樹をはじめとする植物（宮本，2017）」），②人と動物
が共生する場所としての「動物公園」（見て，ふれて，
人と動物が同じ目線でなかよくなってもらう」，「園内で
飼育するすべての動物がいきいきと過ごせるように配
慮」（宮本，2017））。②の点は，興味深いことに，動物
展示という博物館的な発想を排している。
「動物のありのままの姿に出会える」という概念の下
におよそ 80種 600匹（羽）の動物が放し飼いにされて
おり，自由にふれあうことができる（山陽新聞 digital,
2017）。この概念がある意味で仇となり，「アブー」の脱
走につながったのである。この動物園は，分類上は私設
動物園として位置づけられるが，大企業が営んでいるわ
けではなく，個人的努力を基にしているという点できわ
めて興味深い存在である（たとえば，加森観光株式会社
によって運営されている姫路セントラルパークの入園料
は 3,500円であるが，渋川動物公園の入園料は 1,000円
である〈ともに大人〉）。
渋川動物公園で飼育されている動物は，ミニホースや
ヒツジなどで構成され，動物園の定番である肉食獣など
は含まれていない。対照的に，三重県度会郡にある私設
動物園の大内山動物園はもっと小規模でありながら，ラ
イオンやベンガルトラなどの肉食獣も飼育されており，
伝統的な動物園の体裁を維持している。
三重県度会郡大紀町にある大内山動物園は，飼育動物
数 70種 400体余りを抱えた中規模の動物園である（図
図 3-a 大内山動物園の入り口
（2017年 8月 27日；著者撮影）
図 3-b 大内山動物園の園内
（2017年 8月 27日；著者撮影）
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3-a）。私設でありながら，ベンガルトラ，ライオンや，
ウマグマなどもおり，先述した池田市五月山動物園など
にも引けを取らない施設である。ただし，かなり山間に
あり交通の便の点では自家用車を利用するしかない
（JR 紀勢本線・大内山駅から徒歩約 30分；自動車の場
合には紀勢自動車道・紀勢大内山 JC 利用）。
この動物園はもともと ’70年に「脇正雄」夫妻によっ
て少数の動物（10種類程度）を飼育する「大内山脇動
物園」として出発した。しかし経営難に陥り地域のふる
さと創生事業への参入も構想されたが，統合されること
もなく維持され，園内は荒れ果てていった（「動物はや
せほそり，獣舎は異臭を放ち，実にあわれな現状」（三
重県観光キャンペーン推進協議会，2015））。「脇正雄」
氏が亡くなったことを契機に，「山本清號」氏（名古屋
市・総合プラント株式会社・代表取締役）が「大内山動
物園」として継承・運営することとなった。
「山本」氏は私財を投入しこの動物園の再建に着手し
た。’09年の仮オープンの時からこの動物園で働いてい
る「阿部貴広」氏（現・係長）によれば，尾鷲ヒノキを
ふんだんに使った新たな獣舎に古い獣舎を変えていく作
業が現時点で 9割方完了しており，今後も園全体を拡大
する計画であるとのことである（阿部，2017；ヒアリン
グ／総面積 25,000 m2，「山本清號」園長による私信）。
なお，尾鷲ヒノキを利用した獣舎群は園全体をログハウ
スでリゾート地風にしているが，このヒノキの利用は，
高い耐久性や抗菌性という点からだけでなく，尾鷲地域
の林業の活性化にも配慮している（阿部，2017；ヒアリ
ング）。
さらに，この動物園の特徴として多くの保護動物を積
極的に受け入れている点を挙げることができる。「山本」
氏は，動物愛護精神の啓発活動を行っている「公益財団
法人動物環境・福祉協会 Eva」の名誉顧問に就任してい
る（公益財団法人動物環境・福祉協会 Eva, 2017）。この
保護動物の受け入れは近隣自治体を媒介としても行われ
ており，この動物園と地域とのつながりも生み出してい
るのである（阿部，2017；ヒアリング）。
先述したように，この大内山動物園は，動物好きであ
った人物が山間に設けた施設に由来している。したがっ
て，敷地自体は広いが長細い形状となっている。このた
めもあって，通常の動物園施設とは異なり，獣舎が通り
道の両脇に基本的に並んでおり，これが独特な雰囲気を
生み出している（図 3-b）。また家族連れの小さな子ど
もなどが常に親の視線の範囲にあるという利点も生じて
いる。
ところで，この動物園における動物展示の方法として
基本的に「檻」が用いられている。これは，一般の動物
園の展示方法からすると古典的といえよう（ちなみに，
山間の少し小高い所にヒツジやシカたちのための放牧場
が造られている）。もちろん，この「檻」型獣舎は，先
述したようなヒノキ造りであることに加え（この獣舎は
飼育員によってかなり清潔に保たれている〈著者による
現場観察〉），「檻」と来園者との距離が猛獣類の場合で
もほぼ 1 m しかなく，来園者に近接感や満足感を生じ
ている。
しかし，ベンガルトラ，ライオンや，ウマグマなどを
「檻」の中で飼育することは，近年重要視されている環
境エンリッチメントの考えからすると不適切と言わざる
をえない（図 3-c）。環境エンリッチメントとは，「動物
の種にふさわしい行動と能力を引き出し，動物福祉を向
上させるような方法で動物の環境を構築し，改造する」
と定義される（石田，2010）。たとえば，旭山動物園に
おける行動展示はこの考えの最先端に位置するであろ
う。しかしながら，この大内山動物園が，公立でもな
く，大企業の傘下にあるわけでもないことを前提にする
と，資金面の点から環境エンリッチメント志向に単純に
走ることはできないであろう。私設とはいえ，そもそも
三重県に唯一存在する動物園施設であることや，保護動
物の積極的受け入れを行っていることからも，この大内
山動物園は動物園が果たすべきいくつかの役割を確かに
満たしていると判断できよう。
Ⅲ．おわりに
本稿では，佐渡友（2015, 2016）によるわが国の公立
動物園に関する経営分析を出発点とした。戦後の高度成
図 3-c 大内山動物園で飼育されているライオン
（2017年 8月 27日；著者撮影）
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長の終焉に伴い，多くの公立動物園や地方動物園の経営
悪化が起きた。しかしながら，地域との連携方略や動物
園の特徴の特化方略などによる再生努力の有効性と可能
性が確認できた。また，①教育，②レクリエーション，
③自然保護，④研究という動物園の役割（石田，2010）
をすべて満たそうとするよりも，地域や経営形態の実状
に併せて当該動物園の特色を打ち出すことが重要である
と暫定的に結論できた。
これは，土居（2013）が指摘するように，動物園が
「社会におけるレクリエーションを主体とする構造の中
に組み入れられ」，「本来もっていた生き物＝動物＝自然
との関係性」が希薄化し，「都市における施設の意味」
を強化してきたことを踏まえると，そもそも 4つの役割
すべてを同等に充足することができるのかという論議の
重要性と関連する。さらに，土居は，①「人間に対して
自然への共感を呼び起こす場」，および②「地域の核」
という動物園がもつ 2つの大きな意義を挙げており，②
は福知山市動物園，五月山動物園や，大内山動物園など
の事例と関連している。また，土居（2017）による「そ
の場所に行くことが望ましい」という規範下での行動選
択結果としての動物園来園という視点も重要であろう。
さらに，佐渡友（2015, 2016）が試みた経営分析の観点
を踏まえながら，中・小規模動物園の財政的基盤の確認
を今後行う必要もあるだろう。
［付記］
福知山市動物園の二本松俊邦園長には，同動物園の歴史的経
緯について話を伺うことができた。また，大内山動物園では，
同動物園の特徴と展望について阿部貴広係長に親身に説明を頂
くとともに，山本清號園長から園の規模に関する情報を得るこ
とができた。記して感謝致します。
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